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2010/5/2に、泉田由美子先生の発表会で全曲演奏した「ほっきょくが とけちゃう！」の
レポートをご紹介します。
【事前・当日の準備】　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image5.jpg]


　　　
☆早めの準備として、a「出演者全員の受け持ちPart」bピアノ以外の「担当楽器」c「担当打楽器」…などをエクセルで詳しく一覧表を作成して、小学生リーダー２名に持たせたり、当日にも出演順番・打楽器の用意をリーダーにも動いて貰ったり・・・と裏方は色々な工夫。
係りの生徒さん達は、びっくりする程張り切って動いてくれます。
☆Gピアノ・電子P・キーボード・映像用画面と客席側に置くPC一式の配置の工夫。
☆打楽器・管楽器・弦楽器・合唱隊の出入り場所の決定。これも紙に書いて準備して置く
☆午前中に『北極が～』の全曲通し練習を簡単に行い、ホールでの出入りを各自に覚えて貰う。

(これがとても有効になった！本番は見事に時間通りに進行することが出来た！拍手！）
☆MIDI音源の音量と司会者のマイク音量とのバランスのチェック。
☆MIDI音源と各演奏グループとの音量バランスとTempo設定
　Tempoは本番１週間前に全曲決定し、各自に伝える。当日は決してTempoを変えない！

☆『北極が～』の20曲、全てにMIDI音源（合奏用・バックバンドも）を付けました。テーマ曲以外は、各グループの能力に合う音源に最終的には直して本番に使いました。例えば、音が弱くバランスが悪いPartには、音源のメロディを薄く入れる～～。指が中々動かない生徒さんには、パートの部分を他の音色で弱めに入れて置く、等々。
☆会場のお客様が退屈しないように？③『浮かぶおもちゃ』では「ボディ・パーカッション」の
易しい動作を考えて動いて貰った。これがひょうきんで笑いを誘った？かも？
☆『地球を助けよう！』のテーマソングは、2部合唱に（殆ど3度上にメロディをつけ）しました。高い声の方々は、こちらの方が歌いやすいようです。

☆今回は『①北極にいるサンタ』(=ジングルベル)＆『⑳地球を助けよう』の英語の歌詞にも挑戦しました。歌詞の暗記が心配でしたが、生徒さん達は英語を直ぐに暗記出来ました。

☆使った楽器：G.P.・電子P.(88鍵)・キーボード(66鍵)-2台・鉄琴-2台・木琴・ピアニカ(5)・ハンドベル一式・タンバリン(3)・鈴(5)・トランペット・フルート-2本・ヴィオリラ-３台
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他に…「伴奏君」＆ 「PC」 ＆ 「PA機器」一式
☆PCより映像を各場面へ流しながら、ナレーターが舞台の左端に立ち、客席に向かって話す。
ナレーターは、演じる意思の強い生徒さんを選び、最終通し練習日に読み方・話し方のチェックを入れ、本番に向けて厳しい批評をしてしっかり直した方がよい。ナレーターは、文章も長いし、非常に大事役目なので、「本人にお任せ」にしないように。今回は大人のかなりピアノが弾ける方にお願いしました。
· 出演者の服装は、お話しや映像の邪魔にならないよう白黒で統一し、靴下、スカート、ズボン等の用意を早めに保護者に伝えて置く。
· 今回は時間の関係で「親子・兄弟/姉妹・仲良し連弾」のコーナーを無くしたので、保護者で、協力してくださる方には、親子で同じ曲をアンサンブルし、写真やDVD記録の楽しい思い出が残せる様に、曲を振り当てました。（３組あります）
· ①～⑳までの全曲を指揮する為に、客席の一番前の中央に指揮者が座り、aナレーターの話しの出はじめ　b演奏者の出入り　c音量のバランスチェックを楽屋に伝える
d客席に居るPC係りへの指示等を全て行う。
合唱・ボディ、パーカッション時も、客席側からキチンと動作を交えて指揮をすると、出演者達は目の目の指揮者を見ながら安心して演奏出来ます。

☆21曲目に生徒さんが考えた「エコ宣言！」をステージで発表！プログラムにも書いて置く。
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←『サンタのおもちゃ工場』

☆「北極が溶けちゃう！」の映像・MIDI音源立ち上げ・手話作成・ナレーターに係わった方々は、泉田のほかに⇒上原美枝子・武江恵子・小林　舞・荒井悦子さんです
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